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工事成績評定運用表の取り扱いについて 
 
 
 （趣旨） 
工事成績評定を公平かつ客観的に行うよう努めるため、工事成績評定運用表の取り扱いを定める。 
 
 （適用） 
１．運用表は請負金額が１０，０００，０００円未満の工事に適用する。 
 
 （評定の方法） 
１．工事成績評定書の考査項目ごとの細目評価点は、業種別（土木工事）、（建築工事等）に定めた工事

成績評定運用表（別表第４）により求めたもの（以下「細目評価点」という。）を用いる。 
２．細目評価点は考査項目ごとに工事成績評定運用表（別表第４）に該当する細目評価点欄の点数（４０

点以上９０点以下）とする。 
 ただし、考査項目ごとに工事成績評定運用表（別表第５）および（別表第６）に該当する加減点事項が

あった場合は、同表を作成し工事成績評定書（様式第２号）に加減点加算する。 
３．工事成績評定細目評価点５０点Cとした項目について説明書（別表第５）を作成し提出する。 
   
４．一括発注した複合工事の評定については、主たる工事について監督職員および検査職員が協議し、運

用表により評定するものとする。 
   
 （運用表の提出） 
運用表は、工事成績評定書と合わせて提出する。 
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様式第２号  （第４条関係） 課 長 課長補佐 上席主査  

   

            工  事 成 績 評 定 書                 契約番号(         ） 

工   事   名   工事担当課 

業      種 土木 ・ 建築 ・ 電気 ・ 機械  現場代理人 
 氏名 

監 督 職 員 
 
請   負   者 

   
 主任技術者 
 氏名 

請 負 金 額  当初 
   金               円 

 最終 
   金             円 検 査 職 員 

 
工   期 

 自  平成   年   月   日 
 至  平成   年   月   日 
 至  平成   年   月   日 

契約書第４２条   
遅延日数 

       
     日 

遅延損害金 
                 
                円 

完    成 
年  月  日 

 
平成   年   月   日 

 遅延理由 評 定 結 果 
評定合計 評定判定 

  
完 成 検 査 
年  月 日 

 
平成   年   月   日 

再 検 査 日 
 平成   年   月    日 （１）～（４）の合計 

小数点以下１位 ４捨５入 
 
  考 査 項 目 
 
 
      細 目 

 
 

重 要 度 
（％） 

評    定    区    分  
監 督 職 員 検 査 職 員  

 
評   点 

 重要度×細目 
 評価点（ ） 
 ＝項目評価点 

 
項目評価点計 

 重要度×細目 
 評価点（ ） 
 ＝項目評価点 

 
項目評価点計 

 １         
  

完 
成 
の 
状 
況 

 ①出来形      30  (   )=  
 
 
 a ×0.4= A 

 (   )=  
 
 
 b×0.8 = B 

 
 
 A×0.5＋B× 
 0.5＝ 

 
 
 ②出来ばえ 

     
    20 

 
 (   )= 

 
 (   )= 

 
 ③品  質 

 
     50 

 
 (   )= 

 
 (   )= 

   
       計 

 
   100 

 
  a 

 
  A 

 
  b 

 
  B 

 
 （１） 

 ２ 
 
施 
工 
体 
制 

 
 ①施工体制一般 

 
     40 

 
 (   )= 

 
 
 
 a × 0.3 = A 

                 
 
 
 A×0.5＝ 

 
 ②配置技術者 

 
     60 

 
 (   )= 

 
      計 

 
   100 

 
  a  

   
  A 

 
 （２） 

 ３ 
 
施 
工 
状 
況 

 
 ①施工管理 

 
     25 

 
 (   )= 

 
 
 
 
 
 
 
 a × 0.3 = A 

 
 (   )= 

 
 b×0.8 = B 

 
 
 
 
 
 A×0.5＋B× 
 0.5＝ 

 
 ②工程管理 

 
     25 

 
 (   )= 

 

 
 ③安全管理 

 
     25 

 
 (   )= 

 
 ④対外関係 

 
     25 

 
 (   )= 

 
     計 

 
   100 

 
  a 

 
  A 

 
  b 

 
  B 

 
 （３） 

 ※ 考査項目で不必要な場合には、各項目ごとに比例配分する。（１００ 
 ／省略後の重要度計）×省略後の評価点＝(小数点以下３位 ４捨５入) 

 加減点（別表） 
       ＋・－      点 

 
 （４） 

  監督職員  検査職員 評 価 判 定 基 準 
 Ａ 

優  秀 
  １００点 ～ ９０点 

所  
 Ｂ 

良  好 
    ８９点 ～ ７０点 

Ｃ      ６９点 ～ ６０点 
 見  普  通   

 Ｄ 
稍 不 良 

     ５９点 ～ ５１点 

Ｅ 
不  良 

     ５０点以下 
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工事成績評定運用表（土木工事）（別表第４－１）  
 
  

考査項目 
      細目評価点 
 着眼点 

 
    90    80     75    70     65    60     55    50     40 

 

     
 １ 
 
完 

 成 
の 

 状 
 況 

 ① 
 出来形 

 ・基準高、寸法、数 
  量、形状の精度 
 ・不可視部分の確認 

 形状、寸法等設計 
 図書通りに正確で 
 あり、手直しも全 
 くなかった。 

 形状、寸法等の誤 
 差がすべて（＋） 
 側であり、良好で 
 ある。 

 他の事項に該当し 
 ない。 

 小規模な手直しを 
 要した。 

 大幅な手直しを要 
 した。 

 ② 
 出来 
 ばえ 

 ・外観､仕上がり（ 
 とおり、すりつけ、 
 端部処理等）の状況 
 ・全体的な美観およ 
 び安全性 
 ・後片け 

 外観、仕上がりが 
 非常にきれいで細 
 かい点まで良くい 
 きとどいていた。 

 外観、仕上がり共 
 に良好であった。 

 他の事項に該当し 
 ない。 

 外観、仕上がり共 
 やや劣り手直しを 
 要した。 

 外観、仕上がり共 
 に劣り大幅な手直 
 しを要した。 

 ③ 
 品質 

 ・使用材料の品質規 
  格、試験成績等 
 ・使用材料の取扱い 
  、保管の状況 

 品質は十分満足し 
 ており、社内検査 
 等の記録整備や材 
 料の保管､取扱い 
 方法も非常に良か 
 った。 

 品質は満足してお 
 り、社内検査等の 
 記録整備も良好で 
 あった。 

 他の事項に該当し 
 ない。 

 品質は満足してい 
 るが、品質管理記 
 録の整備が不十分 
 であった。 

 品質管理が悪く、 
 設計図書で求めた 
 品質を満足してい 
 ない材料の取替え 
 や手直しを求めた 
 。 

 ２ 
 
 施 
 工 
 体 
 制 

 ① 
 施工 
 体制 
 一般 

 ・設計図書等の把握 
 ・現場施工体制、作 
  業人員等の適否 
 ・建退共の配布と管 
  理 

 設計図書を十分理 
 解し、優秀な熟練 
 工と建設機械を作 
 業量に応じて適正 
 に配置された。 

 設計図書を理解し 
 、作業員と建設機 
 械を適正に配置さ 
 れた。 

 他の事項に該当し 
 ない。 

 設計図書の把握が 
 やや不十分で、施 
 工体制も十分でな 
 く工事の進捗に支 
 障をきたした。 

 設計図書の把握が 
 不十分で、作業員 
 と建設機械の配置 
 も悪く工事に支障 
 をきたした。 

 ② 
 配置 

 ・工事全体の把握 
 ・管理運営能力 

 工事全体を十分把 
 握し、監督職員と 

 工事全体を把握し 
 、監督職員との連 

 他の事項に該当し 
 ない。 

 工事全体の把握ま 
 たは監督職員との 

 工事全体の把握ま 
 たは監督職員との 

   技術者  ・監督職員との連絡 
  調整 

 の連絡調整を密に 
 し、知識と経験を 
 もって職務を遂行 
 した。 

 絡調整および工事 
 管理能力共に良好 
 であった。 

  連絡調整がやや不 
 十分であった。 

 連絡調整等が不十 
 分で、工事が円滑 
 に進まなかった。 

 

 ３ 
 
 施 
 工 
 状 
 況 

 ① 
 施工 
 管理 

 ・設計図書の内容と 
  施工方法の一致 
 ・立会確認の手続き 
 ・施工に対する工夫 
 ・建設廃棄物のリサ 
  イクルの取組み 
 ・建設機械の騒音、 
  排出ガス対策 

 設計図書に基づき 
 高度な施工技術と 
 提案をもって工事 
 の進捗に努めた。 

 設計図書に基づき 
 施工技術は良好で 
 、ほとんど間違い 
 なく施工された。 

 他の事項に該当し 
 ない。 

 設計図書の内容と 
 一致せず、また施 
 工上必要な工夫が 
 なされず、やり直 
 しや手直しがあっ 
 た。 

 設計図書の把握が 
 不十分で大幅なや 
 り直しや手直しが 
 あった。 

 ② 
 工程 
 管理 

 ・実施工程の内容 
 ・作業時間の遵守 
 ・監督職員に対する 
  詳細工程の報告 
 ・関連工事との調整 

 工程管理が非常に 
 優れ、積極的に工 
 期短縮に努め余裕 
 をもって完成した 
 。 

 工程管理が良好で 
 、工事の進捗は計 
 画どおりであった 
 。 

 他の事項に該当し 
 ない。 

 工程管理が不十分 
 で、度々計画工程 
 の見直しをおこな 
 った結果、工期内 
 に完成した。 

 再三指導したにも 
 かかわらず、工程 
 管理が悪く工事の 
 進捗に大きな影響 
 を及ぼしたが工期 
 内に完成した。 

 ③ 
 安全 
 管理 

 ・安全管理計画の実 
  施状況 
 ・作業員に対する安 
  全指導、安全管理 
 ・第三者に対する安 
  全措置 

 安全管理計画を忠 
 実に履行し、安全 
 対策、安全指導と 
 もに万全であった 
 。 

 安全管理計画を履 
 行し安全対策､安 
 全指導も良好であ 
 った。 

 他の事項に該当し 
 ない。 

 安全管理計画との 
 違いが見受けられ 
 改善を求めたが、 
 に危険な箇所はな 
 かった。 

 事故はなかったが 
 、危険な箇所があ 
 り改善を求めた。 

 ④ 
 対外 
 関係 

 ・地元調整および問 
  題処理の状況 
 ・現場環境の整備 
 ・地域とのコミュニ 
  ケーション 

 終始、地元より好 
 感を持たれるよう 
 努力し、全く問題 
 を起こさなかった 
 。 

 現地対策は適切で 
 あり、迅速な問題 
 処理に努めた。 

 他の事項に該当し 
 ない。 

 現地対策の不備か 
 ら問題が発生した 
 が、最終的には解 
 した。 

 現地対策の不備か 
 ら問題が発生し、 
 その解決に消極的 
 で市に相当の負担 
 をかけた。 

          
 ＊ 評定項目毎に工事成績評定運用表（別表第５・別表第６）に該当する加減点事項があった場合は、その旨を所 
  見欄に記載し、当該評定項目の細目評価点の加減点を加算する。 
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工事成績評定運用表（建築工事等）（別表第４－２）  
 
 
  

 考査項目 
      細目評価点 
 着眼点 

 
    90    80     75    70     65     60     55    50     40 

 

     
 １ 
 
 完 
 成 
 の 
 状 
 況 

 ① 
 出来形 

 ・寸法、数量、形状 
  の精度 
 ・性能、機能の状況 
 ・不可視部分の確認 

 設計図書の通り正 
 確かつ工夫をもっ 
 て施工され、手直 
 しも全くなかった 
 。 

 全般にわたり、良 
 好である。 

 他の事項に該当し 
 ない。 

 ところどころ間違 
 いがあり、手直し 
 を要した。 

 大幅な手直しを要 
 した。 

 ② 
 出来 
 ばえ 

 ・外観､仕上がりの 
  状況 
 ・使用者に対する配 
  慮および使い勝手 
  と安全性 
 ・後片け 

 仕上がりが非常に 
 きれいで細かい点 
 まで良くいきとど 
 いていた。 

 外観、仕上がり共 
 に良好であった。 

 他の事項に該当し 
 ない。 

 外観、仕上がり共 
 やや劣り手直しを 
 要した。 

 外観、仕上がり共 
 に劣り大幅な手直 
 しを要した。 

 ③ 
 品質 

 ・使用材料の品質規 
  格、試験成績等 
 ・使用材料の取扱い 
  、保管の状況 

 品質は十分満足し 
 ており、社内検査 
 等の記録整備や材 
 料の保管､取扱い 
 方法も非常に良か 
 った。 

 品質は満足してお 
 り、社内検査等の 
 記録整備も良好で 
 あった。 

 他の事項に該当し 
 ない。 

 品質は満足してい 
 るが、品質管理記 
 録の整備が不十分 
 であった。 

 品質管理が悪く、 
 設計図書で求めた 
 品質を満足してい 
 ない材料の取替え 
 や手直しを求めた 
 。 

 ２ 
 
 施 
 工 
 体 
 制 

 ① 
 施工 
 体制 
 一般 

 ・設計図書等の把握 
 ・現場施工体制、作 
  業人員等の適否 
 ・建退共の配布と管 
  理 

 設計図書を十分理 
 解し、優秀な熟練 
 工と建設機械を作 
 業量に応じて適正 
 に配置された。 

 設計図書を理解し 
 、作業員と建設機 
 械を適正に配置さ 
 れた。 

 他の事項に該当し 
 ない。 

 設計図書の把握が 
 やや不十分で、施 
 工体制も十分でな 
 く工事の進捗に支 
 障をきたした。 

 設計図書の把握が 
 不十分で、作業員 
 と建設機械の配置 
 も悪く工事に支障 
 をきたした。 

 ② 
 配置 

 ・工事全体の把握 
 ・管理運営能力 

 工事全体を十分把 
 握し、監督職員と 

 工事全体を把握し 
 、監督職員との連 

 他の事項に該当し 
 ない。 

 工事全体の把握ま 
 た 

 工事全体の把握ま 
 た 

   技術者  ・監督職員との連絡 
  調整 

 の連絡調整を密に 
 し、知識と経験を 
 もって職務を遂行 
 した。 

 絡調整および工事 
 管理能力共に良好 
 であった。 

  は監督職員との連 
 絡調整がやや不十 
 分であった。 

 は監督職員との連 
 絡調整等が不十分 
 で、工事が円滑に 
 進まなかった。 

 

 ３ 
 
 施 
 工 
 状 
 況 

 ① 
 施工 
 管理 

 ・設計図書の内容と 
  施工方法の一致 
 ・立会確認の手続き 
 ・施工に対する工夫 
 ・建設廃棄物のリサ 
  イクルの取組み 
 ・建設機械の騒音、 
  排出ガス対策 

 設計図書に基づき 
 高度な施工技術と 
 提案をもって工事 
 の進捗に努めた。 

 設計図書に基づき 
 施工技術は良好で 
 、ほとんど間違い 
 なく施工された。 

 他の事項に該当し 
 ない。 

 設計図書の内容と 
 一致せず、また施 
 工上必要な工夫が 
 なされず、やり直 
 しや手直しがあっ 
 た。 

 設計図書の把握が 
 不十分で大幅なや 
 り直しや手直しが 
 あった。 

 ② 
 工程 
 管理 

 ・実施工程の内容 
 ・作業時間の遵守 
 ・監督職員に対する 
  詳細工程の報告 
 ・関連工事との調整 

 工程管理が非常に 
 優れ、積極的に工 
 期短縮に努め余裕 
 をもって完成した 
 。 

 工程管理が良好で 
 、工事の進捗は計 
 画どおりであった 
 。 

 他の事項に該当し 
 ない。 

 工程管理が不十分 
 で、度々計画工程 
 の見直しをおこな 
 った結果、工期内 
 に完成した。 

 再三指導したにも 
 かかわらず、工程 
 管理が悪く工事の 
 進捗に大きな影響 
 を及ぼしたが工期 
 内に完成した。 

 ③ 
 安全 
 管理 

 ・安全管理計画の実 
  施状況 
 ・作業員に対する安 
  全指導、安全管理 
 ・歩行者に対する安 
  全措置 

 安全管理計画を忠 
 実に履行し、安全 
 対策、安全指導と 
 もに万全であった 
 。 

 安全管理計画を履 
 行し安全対策､安 
 全指導も良好であ 
 った。 

 他の事項に該当し 
 ない。 

 安全管理計画との 
 違いが見受けられ 
 改善を求めたが、 
 に危険な箇所はな 
 かった。 

 事故はなかったが 
 、危険な箇所があ 
 り改善を求めた。 

 ④ 
 対外 
 関係 

 ・地元調整および問 
  題処理の状況 
 ・現場環境の整備 
 ・地域とのコミュニ 
  ケーション 

 終始、地元または 
 施設管理者等より 
 好感を持たれるよ 
 う努力し、全く問 
 題を起こさなかっ 

 現地対策は適切で 
 あり、迅速な問題 
 処理に努めた。 

 他の事項に該当し 
 ない。 

 現地対策の不備か 
 ら問題が発生した 
 が、最終的には解 
 した。 

 現地対策の不備か 
 ら問題が発生し、 
 その解決に消極的 
 で市に相当の負担 
 をかけた。 

     た。      

 ＊ 評定項目毎に工事成績評定運用表（別表第５・別表第６）に該当する加減点事項があった場合は、その旨を 
  所見欄に記載し、当該評定項目の細目評価点の加減点を加算する。 
 ＊ 建築、電気、機械設備工事共に本表を使用する。
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工事成績評定運用表（別表第５） 
 
※当該工事が加減点事項に該当する場合のみ本表を作成すること。この場合、表中の加減点数を○「マル」で囲むこと。 
  土木、建築、電気、機械設備工事とも本表を使用すること。 
                  
   考 

  査 
  項 
  目 

 
 
  細  目 

 （１）評定項目ごとに下記事項に該当する事実が 
  あった場合 
 
   監 督 職 員 ／  検 査 職 員 

 工事成績細目評価点５０点以下とした項目につ 
 いて具体的に内容を記入して下さい。 
 
    監 督 職 員 ／  検 査 職 員 

 

  １ 
   
  完 
  成 
  の 
  状 
  況 

 
 ①出来形 

 
 □ 契約書第１７条第２項または、第３１条第２項 
  に基づく破壊検査を行った。 
 
 
 
 
 
          いずれかに該当 －１０ 

 

 
 ②出来ばえ 

 
 ③品  質 

  ２ 
 
  施 
  工 
  体 
  制 

 
 ①施工体制 
  一般 

 □ 入札前に申請した配置予定の技術者を正当な理 
   由なしに配置しなかった。 
 □ 建設業法に違反する一括下請けに該当する事実 
   が判明した。 
 
          いずれかに該当 －３０ 

 
 ②配置技術者 

 □ 主任技術者が専任でないことが判明した。 
 □ 現場代理人が工事現場に常駐していないため「 
   文書」により改善指示を行ったが改善されなか 
   った。 
                  いずれかに該当 －３０ 

  ３ 
 
  施 
  工 
  状 

 
 ①施工管理 

 □ 契約書第１７条第２項に基づく破壊検査を行っ 
   た。 
 □ 現場代理人、主任技術者および専門技術者につ 
   いて、工事の施工または管理につき著しく不適 
   当と判断し、契約書第１２条に基づき請負者に 

   況     措置請求した。 
 □ 請負者が工事を施工するために使用している下 
   請負人、労働者等について、工事の施工または 
   管理につき著しく不適当と判断し、契約書第１ 
   ２条に基づき請負者に措置請求した。 
                  いずれかに該当 －１０ 

  

 
 ②工程管理 

 □ 請負者の責に帰するべき事由により工期内に   
   工事を完成させることができなかった。 
                  いずれかに該当 －３０ 

 
 ③安全管理 

 □ 安全管理の措置が不適切であったため、重大な 
   工事関係者事故または公衆災害事故を起こした 
 。               －３０ 

 
 ④対外関係 

 □ 請負者の責に帰するべき事由により工事を相   
   当期間中断しなければならなかった。 
 
                －３０ 

 （２）考査項目細目ごとに、同種同等工事に比べ、その過程および成果が特に優れていた。 
 （評価対象項目以外の高度技術、創意工夫、難易度） 
 ※別表６高度技術、創意 工夫、難易度に関する実施状況を参考に説明して下さい。(１評価内容２点とし１０点を上限とする) 
 ○監督職員／検査職員 所見 

   
          【加減点合計】  （１）  ＋  （２）  ＝     点 
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工事成績評定運用表（別表第６） 
 

高度技術・創意工夫・難易度等に関する実施状況 
  
 工 事 名   

項   目 評 価 内 容 備      考 
 
 １．□ 高度技術 
 工事全体を通して 
 他の類似工事に比 
 べて、特異な技術 
 力 

 ①□ 施工規模  ・対象構造物の高さ、延長、施工（断）面積、施工深度等 
 ②□ 構造物固有  ・複雑な形状の構造物 

 ・既設構造物の補強、特殊な撤去工事 
 ③□ 技術固有  ・特殊な工種および工法 

 ・新工法（機器類を含む）および新材料の適用 
 ④□ 自然・地盤条件  ・湧水、地下水の影響 

 ・軟弱地盤、支持地盤の状況 
 ・制約の厳しい工事用道路、作業スペース等 
 ・気象現象の影響 

 ⑤□ 周辺環境等・ 
    社会条件 

 ・埋設物等の地中内の作業障害物 
 ・供用中の道路・建築物の近接施工 
 ・騒音・振動・水質汚濁等環境対策 
 ・作業スペース制約・現道上の交通規制 
 ・廃棄物処理 

 ⑥□ 現場対応  ・施工状況（条件）の変化への対応 
 ⑦□ その他  

 ２．□ 創意工夫 
 高度技術で評価す 
 るほどでない軽微 
 な工夫 

 ①□ 施工関係  ・施工方法に関する技術提案 
 ・施工に伴う機械・器具・工具・装置類 
 ・二次製品、代替製品の利用 
 ・施工方法の工夫 
 ・施工環境の改善 
 ・仮設計画の工夫 
 ・施工管理・品質管理の工夫 

 ②□ 品質管理  ・品質管理の煩雑さ、複雑さ 
 ・高い品質管理制度の要求 

 ③□ 安全衛生関係  ・安全施設・仮設備の配慮 
 ・安全教育・講習会・パトロールの工夫 

    ・作業環境の改善  
 ④□ 施工管理関係  ・工期・工程の制約・変更への対応 

 ・工法変更に対する対応 
 ⑤□ その他  

 ３．□ 社会性 
 地域社会や住民に 
 対する貢献 

 ①□ 地域への貢献度等  ・地域住民とのコミュニケーション 
 
 ・ボランティアの実施 

 ４．□ 工事難易度 
 
 ・構造物条件 
 
 
 ・技術特性 
 
 
 ・自然条件 
 
 
 ・社会条件 
 
 
 ・マネジメント 
  特性 

 ①□ 施工規模  ・対象構造物の高さ、延長、施工（断）面積、施工深度等の規 
 模 

 ②□ 形 状  ・対象構造物の形状の複雑さ（土被り、厚さ、カーブ・線形上 
  ） 

 ③□ 工法等  ・工法、使用機械、使用材料 
 ④□ その他  ・施工方法に関する技術提案 
 ⑤□ 湧水・地下水  ・湧水の発生、掘削作業等に対する地下水の影響等 
 ⑥□ 軟弱地盤  ・支持地盤の状況 
 ⑦□ 作業用道路・ヤード  ・急峻な地形条件下、工事用道路・作業スペース等の制約 
 ⑧□ 気象  ・雨、雪、風、等の影響 
 ⑨□ 地中障害物  ・地下埋設物等の地中内の作業障害物 
 ⑩□ 騒音・振動  ・周辺住民に対する騒音・振動の配慮 
 ⑪□ 水質汚濁  ・周辺水域環境に対する水質汚濁の配慮 
 ⑫□ 現道作業  ・現道上での交通規制を伴う作業 
 ⑬□ 他工区調整  ・隣接工区との工程調整 
 ⑭□ 住民対応  ・近隣住民との対応 
 ⑮□ 関係機関対応  ・関係行政・公益事業との調整 
 ⑯□ 工程管理  ・工期、工程、の制約・変更への対応（工程変更等に伴うもの 

  ） 
 ⑰□ 品質管理  ・品質管理の煩雑さ、複雑さ（高い品質管理制度の要求等） 
 ⑱□ 安全管理  ・高所作業、夜間作業、潜水作業等の危険作業 
 ⑲□ その他  ・災害時の応急復旧等 

 ＊ 土木、建築、電気、機械設備工事共に本表を使用する。 
 
 


